（様式）
令和８年　　月　　日
環境省 環境再生・資源循環局
資源循環課　宛
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和７年度補正 消費者の行動変容等による家庭系食品ロスの削減推進モデル事業
申請書
標記の件について、次のとおり申請します。
なお、書類の提出に当たり、暴力団排除に関する誓約事項に誓約します。

【提案部門】

	部門
	提案・申請内容
	該当する
ものに○

	部門Ⅰ
	先進事例の創出部門
	

	部門Ⅱ
	先行事例の普及展開部門
	


【申請者】
	申請者名
	

	担当部署名
	


	担当者名
	

	連絡先
	電話番号：

	
	E-mail：


【連携者】

	連携者名
	


令和７年度補正 消費者の行動変容等による家庭系食品ロスの削減推進モデル事業
事業計画書
1． モデル事業の概略
（１）事業の名称

	


（２）事業の概要（200字以内）
	


（３）事業の対象（複数選択可）
	
	家庭系食品ロスが発生する局面

	
	買う（購入する）
	保管する（冷蔵・冷凍）
	使う（調理・食事）

	家庭系食品ロスの内訳
	直接廃棄
	
	
	

	
	過剰除去
	
	
	

	
	食べ残し
	
	
	


※参考URL（食品ロスポータルサイト）: https://www.env.go.jp/recycle/foodloss/general.html#EN2
２．モデル事業の背景
（１）事業の実施エリア・対象における家庭系食品ロスの現状・課題
	※モデル事業の実施エリア、対象（一般家庭、店舗等）を記載すること。




（２）２．（１）に対する貴団体のこれまでの取組状況

	


３．モデル事業の内容
（１）事業の目的

	※本事業を通じて、「２．（１）事業の実施エリア・対象における家庭系食品ロスの現状・課題」に記載の課題をどう解決していくのかを記載すること。



（２）事業の内容・実施方法
	※部門Ⅰ．先進事例の創出部門については、どのような観点から事業の新規性・先進性等が認められる先導的なモデルであるかを記載すること。
※部門Ⅱ．先行事例の普及部門については、先行事例を踏まえた取組を実施予定地域で実施する際の課題と工夫を具体的に記載すること。



（４）事業の実施体制

	※必要に応じて、図などを用いてわかりやすく記載すること。
※申請者の実施体制（担当部署・関係部署の人数・役割分担等）を記載すること。

※連携団体又は参加・協力が想定される者がある場合には、それぞれの役割分担、申請時点の調整状況等を記載すること。



（５）実施スケジュール

	※事業開始・終了、準備・調整、事業実施（実証・試行も可）、評価・検証等の時期を整理して記載すること。



３．モデル事業実施期間内の達成目標と効果検証

（１）事業実施期間内の達成目標

	※モデル事業期間内に達成する目標を具体的に記載すること。達成状況を数値で評価できる場合には、数値目標を記載すること。
例）モデル事業期間中に、△△、□□の取組を実施することで、××を達成する。



（２）事業による食品ロス削減等の効果

	※本モデル事業に伴う定量的な効果（家庭内における食品の直接廃棄量、食べ残し量削減見込み等）を算定方法とともに記載すること。
※併せて、上記に限らず、本モデル事業に伴う定性的な効果や副次的な効果も含めて整理すること。（例：市民の意識向上、地域活性化等）



（３）事業の効果の検証方法

	※検証する方法（食品ロス量の測定、アンケート等）、検証項目（直接廃棄の量、取組の実施率等）、検証スケジュール等を分かりやすく記載すること。



４．モデル事業実施に係る経費
	（単位：千円、税込）

区分
予算額
備考
合計
○○○○
うち支援希望額

○○○○
うち自己負担額

○○○○



５．モデル事業実施後の継続・展開に関する方針
	


以上
2

